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対象地区 奈良県生駒市「宝山寺参道地区」 

テ ー マ 積み重ねた参道の歴史が生み出す 

独自の景観を活かしたエリアリノベーション 

主  催 （公財）都市づくりパブリックデザインセンター 

後  援 国土交通省、生駒市 

協  力 宝山寺、近畿日本鉄道株式会社 

 

1. 趣旨 
これからのまちづくりにおいては、そこに生活し活動

していることの豊かさが実感でき、誇りのもてる優れた

景観を備えた環境整備が重要になっています。 

現在の活動にふさわしい新たな都市景観の形成には、

まちの歴史や環境に配慮しながら、その都市固有の品格

を備え洗練された表現と演出が求められ、その魅力が都

市に活力を呼び戻し、新たな賑わいを伴って、まち全体が

活性化していくことが期待されています。 

こうしたまちづくりの課題を踏まえ、本「まちづくり・

都市デザイン競技」（以下、「本都市デザイン競技」という）

は、地域にふさわしい整備構想とまちのデザインについ

ての提案を広く一般から募り、まちづくりに対する国民

の関心を高めるとともに、活力ある美しい景観を備えた

まちづくりの実現に寄与することを目的として、1998 年

度より毎年実施しており、今年度で第 29 回目を数えます。 

 

2．対象地区 
今年度の本都市デザイン競技対象地区は、宝山寺参道

及び近鉄生駒ケーブルの鳥居前駅と宝山寺駅を含む奈良

県生駒市「宝山寺参道地区」（約 27.2ha）とします。 

生駒市は、西側に生駒山系、中央に矢田丘陵の緑が広が

り、その麓を南北に流れる竜田川・富雄川の谷筋を中心に

市街地が形成されてきました。昭和 40 年（1965 年）代

以降は、大阪府や京都府といった大都市への交通アクセ

スの良さ、豊かな自然環境を背景に住宅開発が進み、鉄道

沿線を中心にコンパクトな都市構造が形づくられていま

す。大都市近郊にありながら今も、生駒山や歴史・文化資

源など、魅力的な資源が多く残されていることが特徴で

す。 

生駒山の中腹に位置する宝山寺は、日本三大聖天の一

つとして広く信仰を集める寺院です。本尊は不動明王、聖

天堂には大聖歓喜天を祀り、「生駒聖天」として商売繁盛

や現世利益の神として親しまれています。寺の背後にあ

る巨岩「般若窟」は、修験道の開祖・役行者が般若経を書

き写して納めたと伝わる霊場です。現在の宝山寺の基礎

は、延宝 6 年（1678 年）に湛海律師が中興開山したこと

で整えられ、今日まで信仰と歴史が受け継がれています。 

大正 3 年（1914 年）に、大阪・奈良間に大軌電車（現・

近鉄）が開通し、生駒停留所（現・生駒駅）が設置された

ことに合わせて、宝山寺への参道が整備され、その沿道に

は露店が並び、やがて家屋が建ち始め、大正 6 年（1917

年）頃から新しい市街地が形成されてきました。宝山寺に

近い場所には土産物店や飲食店、みくじ判断、神仏具店な

ど寺と関わりの深い店が多く、生駒停留所に近い場所に

は土産物店や飲食店が多く見られました。また、全体とし

て料理旅館が多いことも特徴で、生駒新地と呼ばれ、賑わ

いました。大正 7 年（1918 年）には生駒鋼索鉄道（ケー

ブルカー）が開通し、宝山寺門前町までのアクセスが向上

しました。 

大正 11 年（1922 年）頃までは、ケーブルカーの輸送

力が小さかったため参道を歩く人も多くいました。さら

に大正 14 年（1925 年）には登山自動車道が開通し、翌

15 年（1926 年）にはケーブルカーが複線化されるなど、

宝山寺周辺（生駒新地）の発展に大きく寄与しました。こ

の日本最古のケーブルカーは、昭和４年（1929 年）に、

生駒山上遊園地の開業に併せて、生駒山上駅まで延伸さ

れ、現在では、同遊園地、宝山寺や奈良・大阪の眺望・夜

景などを楽しむ市民・参拝客・観光客などの交通手段とな

っています。（同ケーブルカーは、鳥居前～宝山寺間（宝

山寺線）と宝山寺～生駒山上間（山上線）があり、全て宝

山寺駅で乗換が必要となっています） 

その後、生駒新地は、戦争が激しくなるにつれその賑わ
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いは失われ、戦後一時的に復活しましたが、モータリゼー

ションの進展や旅行スタイルの変化などにより、料理旅

館や土産物店は減少し、門前町としての特色は徐々に薄

れていきました。 

このような経緯を辿り、現在では、住宅地を中心とする

景観となっていますが、参道の一部では沿道に旅館や土

産物店が点在するなど、いまなおわずかに残る賑わいの

あった当時の趣きと昭和レトロな雰囲気が混じった独特

の景観を形成しています。 

生駒市では、このような雰囲気と独特の景観を次代に

引き継ぐために、令和７年（2025 年）度、宝山寺参道沿

道地区を景観形成地区に指定する景観計画の改定、街な

み環境整備事業計画の策定を行っています。さらに、宝山

寺参道地区を対象として、今年（2026 年）度、景観法一

部改正に伴う国土交通省の新事業である景観エリアリノ

ベーション事業のモデル都市として生駒市が選定されて

います。 

 

３．募集内容 
 本都市デザイン競技では、対象地区について、独特な景

観を保全しつつ地区全体の賑わいと価値向上を図るため、

以下の 3 点について、10 年～20 年後を見据えた都市デザ

イン及び整備イメージについて提案を求めます。 

 

（1）対象地区の都市デザイン 

 対象地区は、場所によって街並みの景観、建物用途等が

異なることから、地区を複数のエリアに区分し、各エリア

の特性や役割を踏まえた都市デザイン（コンセプト及び

空間イメージ）を提案してください。 

特に、宝山寺駅から宝山寺へとつながる参道とその周

辺については、既存建築物や地形的特徴等を地域固有の

資源として捉え、それらを活かす・引き立てることで、他

にはない魅力的なまちなみや空間をどのように形成する

か、具体的に提案してください。 

その際、宝山寺が持つ祈禱寺（主たる目的が観光ではな

く、商売繁盛などを願う人々が参拝する信仰の場として

発展してきた寺）としての魅力と融和する提案としてく

ださい。 

（2）近鉄生駒ケーブル駅舎（鳥居前駅及び宝山寺駅）

の修景整備イメージ並びに両駅周辺整備イメージ 

(1)の都市デザインを踏まえて、鳥居前駅及び宝山寺駅

（両駅）について、以下の①及び②を提案してください。 

その際、市の管理道路や鳥居前駅に接する歩道橋（ペデ

ストリアンデッキ）（注：対象地区外を一部含みます）を

含む整備内容としてください。併せて、対象地区内の回遊

性を高めるため、自動車（自家用車及び観光バス等）によ

らないケーブルカーや参道等の利用を促進する提案とし

てください。 

①宝山寺参道地区の玄関口としてふさわしい両駅舎の修

景整備イメージ 

②両駅周辺の整備イメージ 

 

（3）公共空間及び沿道建築物のデザイン及び整備イ

メージ 

（1）の都市デザインを踏まえて、以下の①及び②につい

てのデザイン及び整備イメージを提案してください。 

なお、②については、(1)で区分したエリアのうち、宝

山寺駅を含むエリア内で一軒（戸）提案してください。 

その際、既存の利用状況等と異なっていても構いません

が、現在利用されている方に配慮し、具体的な建築物を特

定しないようにしてください。 

①人が歩きたくなる、滞在・滞留したくなる、地域の魅

力を感じられる公共空間（公園や道路等） 

②外観・意匠のみではなく、用途や機能、周辺の公共空

間との関係性をも含めた沿道建築物 
  

4. 関係資料の提供 
本「応募要領」の他に、図面や参考資料を用意していま

す。事務局 HP よりダウンロードしてご利用ください。 

（https://www.udc.or.jp/） 

（1）参考図面（1/4,000） 

・図１ 対象地区の位置図 

・図 2 対象地区図（別紙現地写真含む） 

・図 3 対象地区の用途地域図 

・図 4 検討中の事業及び主要施設分布図 
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（2）白地図 

地区全体図（1/4,000） 

…PDF 形式／JPEG 形式 各 1 枚 

※白地図の使用にあたっては、下記のとおりとします。 

・目的外の使用はしないこと。 

・目的外でデータの複製又は二次利用をしないこと。  

・作成精度を理解したうえで使用すること。 

 

（3）参考資料 

生駒市の行政計画、各種施策、地理情報等は生駒市 HP

（https://www.city.ikoma.lg.jp/）に掲載されています。 

次に掲げるもののほか、適宜ご確認ください。 

 

・「生駒市総合計画」（平成 31 年 3 月） 

（https://www.city.ikoma.lg.jp/0000034754.html） 

 

・「生駒市都市計画マスタープラン」（令和 3 年 6 月） 

（https://www.city.ikoma.lg.jp/0000000713.html） 

 

・「生駒市景観計画」（令和 8 年 3 月） 

（https://www.city.ikoma.lg.jp/0000000232.html） 

 

・「生駒市景観形成基本計画」（平成 26 年 4 月） 

（https://www.city.ikoma.lg.jp/0000000193.html） 

 

・「生駒市街なみ環境整備事業計画」（令和 8 年 3 月） 

（https://www.city.ikoma.lg.jp/0000033629.html） 

 

・「関西初！景観エリアリノベーションのモデル都市に

選定されました 国土交通省が先導的に面的な景観再生

に取り組む地区に宝山寺参道を選定」（令和 8 年 7 月 

報道発表） 

（https://www.city.ikoma.lg.jp/0000041874.html） 

 

5. 応募図書 
（1）パネル（A2 ボードに貼り付けたもの 2 枚） 

5mm 厚程度の A2 判ボード（420mm×594mm 額

縁なし、2 枚）に次の（ア）～（ウ）を表現してく

ださい。その際、以下の二点に留意してください。 

・パネルの読みやすさに配慮し、文字サイズはなる

べく大きく、文章の量が多くなりすぎないこと。 

・外部に公表することが困難な図書等を使用しな

いこと。 

 

（ア）対象地区の整備構想 

・地区の整備目標、コンセプト、方針 

・縮尺 1/1,000～1/4,000 程度（目安） 

・土地利用、基盤施設、施設配置 

※ただし、対象地区全域を隈なくデザインする

必要はありません｡ 

（イ）主要な提案空間のデザインイメージ 

・イメージパース、平面・断面図、模式図等を

用いビジュアルな表現をすること 

（ウ）実現化方策 

・機能導入、維持管理、運営や市街地整備推進

の考え方や事業手法 

登録番号の表記について 

パネルの右上に、必ず登録番号を表記してくだ

さい。詳しい表記の方法は、登録番号の交付とあ

わせて送付する注意事項を確認してください。 

 

（2）パネルデータ（PDF） 

(1)パネル 2 枚の PDF データをメール添付にて

送付してください。CD、DVD 等のメディアでの

提出は受け付けませんので、ご留意ください。デ

ータにおいても、パネル右上に、必ず登録番号を

表記してください。なお、受賞作品は後日 JPEG

データのご提出をお願いする場合があります。 

・パネル 1 枚を 1 データにしてください。（2 枚ま

とめて 1 データにしないでください。） 

・1 枚あたり 8MB 以下にしてください。 

・応募登録時に交付される登録番号をファイル名

の先頭に使用してください。 

例：〇〇-①.pdf、〇〇-②.pdf 

（3）著作者証（PDF） 

https://www.city.ikoma.lg.jp/
https://www.city.ikoma.lg.jp/0000034754.html
https://www.city.ikoma.lg.jp/0000000713.html
https://www.city.ikoma.lg.jp/0000000232.html
https://www.city.ikoma.lg.jp/0000000193.html
https://www.city.ikoma.lg.jp/0000033629.html
https://www.city.ikoma.lg.jp/0000041874.html
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事務局 HP より様式をダウンロードし、所定事項

をご記入の上、PDF にしたものをメール添付にて

送付してください。 

 

6.  応募資格 
・応募資格は一切問いませんが、日本国内に連絡先があ

る方に限ります。 

・応募図書、応募登録、質疑等の文章は日本語によるもの

とします。 

・生駒市より今年度次の業務（※）を受託している企業は、

公平性の観点から応募はご遠慮ください。 

（※）・生駒駅～宝山寺エリア再整備基本構想（案）作成支援業務 

    ・宝山寺駅前線等の道路修景整備設計（予備）業務 

 

7. 応募作品等の取り扱い 
・応募内容は、未発表のものに限ります。 

・主催者は、応募者の氏名、応募作品名及び審査結果を課

題地の自治体に通知します。 

・該当自治体が、対象地区の構想実現を応募作品に基づ

き進める意向のある場合、応募者に対して計画検討へ

の参加等について協議するものとします。 

・応募作品の著作権は、応募者に帰属しますが、主催者は

本都市デザイン競技の趣旨の範囲内で、公表等に当た

って、応募作品を自由に使うことができます。なお、応

募作品は返却しません。 

・生駒市において、受賞作品を一定期間展示することと

しています。その際、受賞者に事前にその場所と期間等

をお知らせします。 

 
8. スケジュール 
（1）応募登録期間 

2026 年 10 月 1 日（木）～2027 年 3 月 4 日（木） 

（2）現地説明会 

2026 年 11 月 9 日（月）14：00～16：00 

申込締切：2026 年 11 月 2 日（月）17 時 

（3）質疑受付期間 

2026 年 11 月 9 日（月）～11 月 16 日（月） 

質疑予定者の応募登録締切：2026 年 11 月 9 日（月）17 時 

（4）質疑応答書掲載 

2026 年 12 月 9 日（水）頃 

（5）応募図書提出締切 

2027 年 3 月 11 日（木）17 時必着 

パネル・パネルデータ・著作者証すべて。 

（その後に、提案内容等について、個別に確認させ

ていただく場合があります。） 

（6）表彰 

2027 年 6 月（まちづくり月間期間内） 

 
9. 応募登録・登録料振込 
・登録は事務局 HP の登録申込フォームに所定事項を記

入・送信の上、指定の銀行口座へ登録料 5,000 円をお

振り込みください。クレジットカードによるお支払い

も可能です。 

・入金確認後、登録番号の付与をもって登録手続きの完

了といたします。領収書は発行しません。振込時の明細

書等で代用してください。なお、登録料は、理由の如何

を問わず返金しません。 

・登録番号は、登録通知書をメールで交付します。この登

録番号は応募図書の提出にあたり必要となりますので、

各人で記録・保存してください。交付には数日かかりま

すので、スケジュールに十分余裕を持って登録手続き

を行ってください。 

・グループで応募する場合は、代表者の方が登録を行っ

てください。登録手続き完了後に、代表者を変更する場

合には、応募登録者専用ページ（詳細は 10.を参照）内

にある代表者変更フォームにご記入の上、送信してく

ださい。同フォームは、2027 年 2 月 18 日（木）頃に

開設します。 

・「奨励賞」は、「代表者及び共同提案者の全員が 30 歳未

満」の若手を対象としています。登録の際には、ご検討

ください。 

 

10. 応募登録者専用ページの開設  
・応募登録者のみ閲覧できる、応募登録者専用ページを

事務局 HP に開設します。質疑応答書や現地説明会資

料等、登録者に限り閲覧・ダウンロード可能な資料は、
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随時同ページに掲載します。 

・同ページにログインするための ID・パスワードは、登

録番号の交付とあわせてお知らせします。各人にて記

録・保存してください。 

・ID・パスワードは、応募登録者と一緒に作品を提出す

るグループのメンバー以外には、共有しないでくださ

い。 

 

11. 現地説明会 
 日 時  

2026 年 11 月 9 日（月）14:00～16:00 

13:30 受付開始 

14:00~15:00 説明会 

15:00~16:00 視察（市職員による現地案内） 

 会 場  

宝山寺 洗心閣 （奈良県生駒市門前町 17-31） 

 

・参加をご希望の方は、応募登録を完了後、2026 年 11 月

2 日（月）17 時までに、応募登録者専用ページの参加

申込フォームに所定事項を記入・送信してください。申

込には登録番号が必要ですので、事前に登録手続きを

完了してください。 

・交通費等は自己負担とします。 

 

12. 質疑の提出方法と取扱い 
・質疑を提出する方は、2026 年 11 月 9 日（月）17 時ま

でに応募登録を完了してください。 

・質疑は、質疑受付期間中に応募者専用ページ内に設置

する「第 29 回まちづくり・都市デザイン競技 質問受

付フォーム」にアクセスし、質問を記入して送信してく

ださい。 

・電話、Fax 等による問合せにはお答えできません。 

・質疑応答書は、2026 年 12 月 9 日（水）頃に応募登録

者専用ページに掲載します。同ページにログインし、ダ

ウンロードしてください。 

・質疑応答書は、応募要領及び関係資料の補足事項とし

て取り扱うものとします。 

 

13. 審査委員会及び賞 
（1）審査委員会 

 委員長  

西村 幸夫（東京大学名誉教授・國學院大學名誉教授） 

 委 員  

石川 幹子 

(中央大学研究開発機構 機構教授、東京大学名誉教授) 

伊藤 香織（東京理科大学教授） 

岸井 隆幸 

((公財)都市づくりパブリックデザインセンター理事長、

（一財）計量計画研究所代表理事) 

高見 公雄（法政大学名誉教授） 

小川 博之（国土交通省都市局市街地整備課長） 

小紫 雅史（生駒市長） 

     （順不同、敬称略、2026 年 9 月現在） 

 

（2）賞 

・国土交通大臣賞 1 点（賞金 50 万円） 

・まちづくり・都市デザイン競技審査委員会賞 1 点 

（賞金 12 万円） 

・(公財)都市づくりパブリックデザインセンター理事長賞 1 点 

（賞金 5 万円） 

・奨励賞 2 点以内（賞金 3 万円（各 1 点につき）） 

※「代表者及び共同提案者の全員が 30 歳未満」の若

手を対象 

・生駒市長特別賞 1 点（賞状及び記念品） 

 

14. 失格 
次の号に該当する場合は、失格となります。 

（1）登録申込書、著作者証に虚偽の記載があった場合 

（2）応募図書が期間内に提出されなかった場合 

（3）審査に重大な影響を与えるような不正行為があっ

た場合 

（4）その他、応募要領に対し大幅な違反があった場合 

（5）提案内容（アイデア）は、応募者独自のものを求

めています。そのため、生成 AI を活用して作成され

た作品等については、提出を認めないこととします。

なお、審査後に受賞作品に生成 AI の活用が判明した
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場合には、上記(3)「審査に重大な影響を与えるよう

な不正行為があった場合」とみなし、当該受賞作品を

失格とし、受賞を取り下げることとします。 

 

15. 都市計画 CPD及び受講証明書 
➀応募図書提出者は都市計画 CPD ポイント（20 単位）

を取得できます。CPD ポイントを取得希望の方は、

事務局 HP の CPD 申請・受講証明書請求フォームよ

りお申込みください。なお、応募図書提出者が複数の

場合には、それぞれの提出者が CPD ポイント（20 単

位）を取得できます。 

（1 名の取得申請により、グループ全員分の受講証明書

を発行します。） 

 

➁賞受賞者は、さらに都市計画 CPD ポイント（20 単

位）を取得できます。（合計 40 単位となります） 

 賞受賞者は、自己登録をお願いします。(教育形態→

表彰-911：学協会等で表彰された業績等（e-job 含む）) 

 

16． 応募図書の提出先（事務局） 
以下の(1)(2)を両方完了した時点で、応募完了といた

します。 

（1）A2 パネル（2 枚） 

事務局に提出してください。提出方法は、持参・

郵送等問いません。 

作品を持参して直接提出される場合は、以下の日

程にて作品を受理いたします。 

2027 年 3 月 5 日（金）～11 日（木） 

※各日 10～17 時 

（ただし、6 日（土）・7 日（日）を除く） 

 

（2）パネルデータと著作者証（PDF） 

事務局メールアドレスまでメール添付にて送付し

てください。 

メール件名には、登録番号を記載してください。 

例：登録番号が 01 の場合は「01 パネル・著作者証

送付」としてください。 

本文には以下の 4 点を記載して、すべての PDF デ

ータを添付してください。 

・登録番号 

・応募登録代表者の氏名 

・メール送付者の氏名 

・メール送付者の電話番号 

 

受信データサイズの制限はありません。送信時にデ

ータサイズの制限がある場合は、メールを複数に分

けて送付してください。 

なお、メール受領後、事務局からデータ提出完了の

メールは送信しません。提出に不備がある場合や、

提案内容等について確認する必要がある場合にの

み、ご連絡させていただきます。 

 提出先（事務局） 

（公財）都市づくりパブリックデザインセンター 

〒112-0013 

東京都文京区音羽 2丁目 2番 2号アベニュー音羽 206 

TEL：03-6912-0799 

E-mail：urbandesign_competition@udc.or.jp 

 

 


